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三
．
カ
ー
ル
四
世
本
人
に
よ
る
確
認
行
為
（
一
三
四
六－

一
三
七
八
年
）

一　

カ
ー
ル
四
世
の
治
世
（
一
三
四
六－

一
三
七
八
年
）
に
関
し
て
は
、
ま
ず
カ
ー
ル
本
人
に
よ
る
確
認
行
為
の
展
開
を
叙
述
す
る
こ
と
に

し
よ（

１
）う

。
一
四
世
紀
半
ば
ま
で
と
同
様
、
支
配
者
自
身
が
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
て
成
立
し
た
和
解
を
、
支
配
者
が
別
に
証
書
を
出
し
て
確

認
す
る
こ
と
は
、
カ
ー
ル
四
世
の
も
と
で
も
、
確
認
類
型
の
一
つ
を
構
成
し
て
い
る
。
一
三
四
七
年
一
一
月
に
、
カ
ー
ル
四
世
は
、
ノ
ル
ト

ガ
ウ
の
国
王
都
市
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
クW

eißenburg

と
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
クW

ülzburg

修
道
院
の
間
の
木
材
利
用
等
を
め
ぐ
る
紛
争
に

関
し
て
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
・
ヨ
ハ
ン
が
下
し
た
決
定
を
大
印
章M

ajestätssiegel

を
付
し
た
証
書
で
確
認
し（

２
）た

。

そ
の
前
日
に
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ク
市
が
発
行
し
た
証
書
に
よ
れ
ば
、
市
は
国
王
と
ブ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
兄
弟
の
助
言
と
同
意
に
よ
り
、
修
道
院

と
の
和
解
に
達
し
た
の
で
あ
っ（

３
）た

。
一
三
五
四
年
三
月
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
、
カ
ー
ル
四
世
は
、
彼
の
継
母
で
ボ
ヘ
ミ
ア
（
ベ
ー
メ
ン
）

王
ヨ
ハ
ン
の
寡
婦
で
あ
っ
た
ベ
ア
ト
リ
ク
ス
と
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
市
と
の
和
解
に
関
し
て
証
書
を
発
行
し
た
。
カ
ー
ル
は
、
両
者
の
間
の
紛
争
を

終
わ
ら
せ
る
べ
く
、
特
に
ベ
ア
ト
リ
ク
ス
の
側
が
和
解
に
反
し
て
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
市
と
市
民
を
侵
害
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
証

書
は
、今
後
紛
争
が
生
じ
た
場
合
の
仲
裁
規
定
に
つ
い
て
両
者
が
彼
の
元
で
合
意
し
た
こ
と
を
伝
え（

４
）る

。
な
お
、同
日
付
の
別
の
証
書
で
カ
ー

ル
四
世
は
、
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
市
が
下
し
た
死
刑
判
決
を
確
認
し
て
い
る（

５
）が

、
お
そ
ら
く
同
じ
紛
争
の
文
脈
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
件

三
．
カ
ー
ル
四
世
本
人
に
よ
る
確
認
行
為
（
一
三
四
六－

一
三
七
八
年
）�

（
以
上
本
号
）

四
．
カ
ー
ル
四
世
の
も
と
で
の
宮
廷
裁
判
所
に
よ
る
確
認
行
為

お
わ
り
に
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の
和
解
へ
の
カ
ー
ル
四
世
の
関
与
は
、
一
三
五
四
年
一
月
に
彼
の
大
叔
父
ト
リ
ー
ア
大
司
教
バ
ル
ド
ゥ
イ
ン
が
死
去
し
た
後
に
始
ま
っ
た
、

カ
ー
ル
四
世
の
一
連
の
ラ
イ
ヒ
西
部
政
策
に
属
す
る
措
置
で
あ
っ（

６
）た

。

　

一
三
五
九
年
四
月
に
は
、
カ
ー
ル
四
世
は
ア
ー
ヘ
ン
で
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
の
聖
セ
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
参
事
会
教
会
の
懇
望
を
容
れ
て
、

自
身
の
異
母
弟
で
あ
っ
た
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
公
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
お
よ
び
そ
の
妻
ヨ
ハ
ン
ナ
と
セ
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
教
会
と
の
間
の
ベ
ル
ナ
ウ

Bernau

村
の
裁
判
権
を
め
ぐ
る
紛
争
の
解
決
に
関
し
て
同
年
一
月
に
発
行
さ
れ
た
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
証
書
と
、
一
二
三
二
年
に
ア
ー
ヘ
ン

と
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
の
参
事
会
教
会
首
席
司
祭Propst

オ
ッ
ト
ー
が
発
行
し
た
古
い
証
書
と
を
、
挿
入
し
た
う
え
で
確
認
し（

７
）た

。
違
反
の

際
の
贖
罪
金
と
し
て
、
一
〇
〇
金
ポ
ン
ド
が
規
定
さ
れ
、
確
認
証
書
に
は
カ
ー
ル
の
大
印
章
が
付
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
も
、
一
月
の
取
り
決

め
は
、
皇
帝
が
関
与
し
て
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
っ（

８
）た

。
一
三
五
九
年
一
〇
月
に
は
カ
ー
ル
四
世
は
、
皇
帝
戴
冠
前
の
一
三
五
四
年
三
月
に
自

身
が
ラ
イ
ン
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
お
よ
び
二
世
の
間
に
成
立
さ
せ
た
和
解
を
、
皇
帝
と
し
て
の
大
印
章
を
付
し
た
証
書
で
改
め
て
確

認
し（

９
）た

。
一
三
六
〇
年
一
一
月
に
カ
ー
ル
四
世
は
マ
イ
ン
ツ
で
、カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
の
プ
レ
モ
ン
ト
レ
会
修
道
院
の
要
請
を
容
れ
て
、

一
三
六
〇
年
七
月
に
出
さ
れ
た
同
修
道
院
と
カ
イ
ザ
ー
ス
ラ
ウ
テ
ル
ン
市
と
の
間
の
取
り
決
め
を
記
し
た
証
書
を
、
挿
入
し
た
う
え
で
確
認

し
て
い

（
（1
（

る
。
七
月
の
証
書
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
間
の
取
り
決
め
は
、
皇
帝
お
よ
び
皇
帝
か
ら
同
市
の
質
入
れ
を
受
け
て
い
た
ラ
イ
ン
宮
中
伯

ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
同
意
の
も
と
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ

（
（1
（

た
。

　

一
三
七
二
年
六
月
に
カ
ー
ル
四
世
は
マ
イ
ン
ツ
で
、
前
日
に
成
立
し
た
ヨ
ハ
ン
・
フ
ォ
ン
・
イ
ー
ゼ
ン
ブ
ル
クJohann von Isenburg

と
ゼ
ル
ボ
ル
トSelbold

修
道
院
の
和
解
を
、
ヨ
ハ
ン
が
発
行
し
た
和
解
証
書
を
挿
入
し
た
う
え
で
確
認
し

（
（1
（

た
。
こ
の
和
解
も
、
皇
帝
の
命

令
と
意
向
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ

（
（1
（

た
。
一
三
七
四
年
一
〇
月
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
、皇
帝
は
、ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
エ
ー
バ
ー

ハ
ル
ト
と
エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
市
と
の
和
解
を
規
定
し
た
皇
帝
証
書
に
言
及
し
つ
つ
、
大
印
章
付
き
証
書
で
改
め
て
確
認
し
た
が
、
こ
の
和
解
も

当
時
皇
帝
が
成
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ

（
（1
（

た
。
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ま
た
、
一
三
六
〇
年
一
〇
月
に
マ
イ
ン
ツ
で
出
さ
れ
た
皇
帝
証
書
は
、
皇
帝
と
諸
侯
の
前
で
成
立
し
た
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
ナ

ウ
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
イ
ー
ゼ
ン
ブ
ル
ク
の
間
の
和
解
の
内
容
を
記
し
た
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
よ
り
出
さ
れ
た
）
証
書
が
、
皇
帝
お
よ

び
諸
侯
が
臨
席
す
る
前
で
読
み
上
げ
ら
れ
、
そ
の
和
解
証
書
が
紙
に
急
い
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
ウ
ル
リ
ヒ
の
求
め
に
よ
り
皇

帝
証
書
が
発
行
さ
れ
て
皇
帝
の
小
印
章Sekretsiegel

が
付
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ

（
（1
（

る
。
こ
れ
も
確
認
行
為
に
類
似
し
た
ケ
ー
ス
と
見
な
す
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　

一
方
、
和
解
し
た
両
当
事
者
の
間
で
国
王
に
よ
る
確
認
を
得
る
こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
合
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
確
認
が
求
め
ら
れ
る
理

由
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
や
は
り
存
在
す
る
。一
三
五
一
年
一
二
月
に
マ
イ
ン
ツ
で
出
さ
れ
た
大
印
章
を
付
し
た
証
書
で
、カ
ー

ル
四
世
は
、
シ
ト
ー
派
修
道
院
ブ
ル
ト
シ
ャ
イ
トBurtscheid

と
国
王
都
市
ア
ー
ヘ
ン
と
の
間
で
な
さ
れ
た
、
ブ
ル
ト
シ
ャ
イ
ト
村
に
関

す
る
支
配
権
の
修
道
院
か
ら
市
へ
の
譲
渡
を
、
市
の
求
め
に
応
じ
て
確
認
し

（
（1
（

た
。
同
年
一
〇
月
に
出
さ
れ
た
両
者
の
取
り
決
め
に
関
す
る
証

書
に
お
い
て
、
国
王
に
よ
る
確
認
を
得
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お

（
（1
（

り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
措
置
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
事

者
側
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
、
国
王
に
よ
る
確
認
行
為
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

二　

皇
帝
・
国
王
の
権
利
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、確
認
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
と
り
わ
け
、皇
帝
・

国
王
か
ら
授
与
さ
れ
る
レ
ー
ン
（
封
）
が
紛
争
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
に
、紛
争
当
事
者
の
間
で
成
立
し
た
和
解
な
ど
が
カ
ー
ル
四
世
に
よ
っ

て
確
認
さ
れ
る
例
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
。一
三
五
〇
年
四
月
に
カ
ー
ル
四
世
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
大
印
章
付
き
の
証
書
を
発
行
し
て
、

バ
ー
デ
ン
辺
境
伯
家
の
支
配
を
め
ぐ
る
紛
争
に
関
し
て
、
辺
境
伯
ヘ
ル
マ
ン
な
ど
辺
境
伯
家
の
メ
ン
バ
ー
の
間
で
成
立
し
た
和
解
を
、
国
王

が
授
与
し
た
レ
ー
ン
に
関
す
る
限
り
で
確
認
し
て
い

（
（1
（

る
。
同
じ
く
西
南
ド
イ
ツ
か
ら
の
事
例
と
し
て
、
一
三
五
九
年
四
月
に
、
カ
ー
ル
四
世

は
マ
イ
ン
ツ
で
大
印
章
付
き
証
書
を
発
行
し
て
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
伯
エ
ゲ
ンEgen
と
女
伯
ク
ラ
ラ
・
ハ
ッ
ハ
ベ
ル
クH

achberg

辺
境
伯

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
と
の
紛
争
に
関
し
て
成
立
し
た
和
解
を
、
当
事
者
た
ち
の
要
望
に
応
じ
て
確
認
し

（
（1
（

た
。
こ
の
紛
争
は
そ
の
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少
し
前
か
ら
宮
廷
裁
判
所
で
争
わ
れ
て
い
た

（
（2
（

が
、
そ
の
後
和
解
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
紛
争
に
お
い
て
も
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
は

帝
国
レ
ー
ン
で
あ
り
、
皇
帝
は
同
日
付
の
証
書
で
、
ク
ラ
ラ
か
ら
エ
ゲ
ン
の
手
に
渡
っ
た
ニ
ー
ダ
ー
ブ
ラ
イ
ス
ガ
ウN

iederbreisgau

の

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト
を
、
エ
ゲ
ン
に
授
封
し
て
い

（
（2
（

る
。
加
え
て
、
宮
廷
裁
判
所
で
紛
争
が
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
皇
帝
自
身
に
よ

る
確
認
を
当
事
者
た
ち
に
求
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
三
五
五
年
七
月
に
も
カ
ー
ル
四
世
は
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
で
、
ポ
ン
メ
ル
ン
・
シ
ュ
テ
ッ
テ
ィ
ン
公
バ
ル
ニ
ムBarnim

と
ブ
ラ
ン
デ

ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
の
間
で
成
立
し
た
和
解
を
、
黄
金
印
章
付
き
の
証
書
で
確
認
し
て
い
る

（
（2
（

が
、
両
者
の
紛
争
も
辺
境
伯
が

皇
帝
か
ら
得
て
い
た
レ
ー
ン
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
和
解
に
よ
っ
て
辺
境
伯
か
ら
ポ
ン
メ
ル
ン
公
に
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
カ
ー
ル
は
公
へ
の
授
封
を
も
行
っ
て
い

（
（2
（

る
。
大
印
章
付
き
の
別
の
確
認
証
書
に
よ
れ
ば
、
確
認
は
ポ
ン
メ
ル
ン
公
の
求
め
に
応
じ
て
行

わ
れ

（
（2
（

た
。

　

一
三
五
六
年
八
月
に
カ
ー
ル
四
世
は
プ
ラ
ハ
で
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
の
オ
ー
ル
スO

els

公
コ
ン
ラ
ー
ト
と
テ
ッ
シ
ェ
ンT

eschen

公
プ

レ
ミ
ッ
セ
ルPrem

issel

の
間
で
取
り
決
め
ら
れ
た
所
領
分
割
を
、
分
割
を
取
り
決
め
た
証
書
を
挿
入
し
た
う
え
で
、
彼
の
前
に
出
頭
し
た

両
当
事
者
の
求
め
に
よ
り
確
認
し
て
い
る

（
（2
（

が
、
こ
の
確
認
行
為
も
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
の
公
た
ち
に
対
す
る
カ
ー
ル
四
世
の
封
主
と
し
て
の

地
位
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

（
（2
（

る
。
カ
ー
ル
四
世
の
父
ヨ
ハ
ン
の
も
と
で
一
三
二
〇
年
代
か
ら
、
ボ
ヘ
ミ
ア
（
ベ
ー
メ
ン
）
王
は
、
ピ
ア
ス

ト
家
の
系
統
で
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
に
分
立
し
て
い
た
公
た
ち
を
、
レ
ー
ン
関
係
を
通
じ
て
支
配
下
に
収
め
て
い
っ
た

（
（2
（

が
、
カ
ー
ル
四
世
は
一

方
で
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
全
体
の
ボ
ヘ
ミ
ア
王
国
へ
の
編
入Inkorporation

を
行
い
つ
つ
、
公
た
ち
と
の
個
別
の
レ
ー
ン
関
係
を
父
の
代
か

ら
継
承
し
て
い

（
（2
（

た
。
一
三
五
九
年
七
月
に
は
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
の
リ
ー
グ
ニ
ッ
ツ
公
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
と
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
の
ブ
リ
ー
ク
公

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
間
の
、
両
者
の
父
の
遺
産
分
割
を
め
ぐ
る
争
い
に
つ
い
て
成
立
し
た
和
解
が
、
カ
ー
ル
四
世
に
よ
っ
て
皇
帝
の
大
印
章
を

付
し
た
証
書
で
確
認
さ
れ

（
（2
（

た
。
カ
ー
ル
は
こ
こ
で
ボ
ヘ
ミ
ア
王
と
し
て
確
認
を
行
っ
て
お

（
（3
（

り
、
ま
た
同
日
付
の
別
の
証
書
で
も
、
ボ
ヘ
ミ
ア
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王
と
し
て
、
争
わ
れ
た
レ
ー
ン
を
公
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
授
封
し
て
い

（
（3
（

る
。
上
述
の
よ
う
に
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
の
公
た
ち
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
家
と
の
レ
ー
ン
関
係
は
、
公
た
ち
と
ボ
ヘ
ミ
ア
王
と
の
関
係
で
あ
っ
た
が
、
上
記
の
カ
ー
ル
の
行
動
は
こ
の
点
に
対
応
し
て
い
る
。

　

一
三
五
七
年
六
月
に
は
、
カ
ー
ル
四
世
は
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
た
ち
の
間
で
結
ば
れ
た
取
り
決
め
を
、
大

印
章
を
付
し
た
皇
帝
証
書
で
確
認
し

（
（3
（

た
。
取
り
決
め
の
内
容
は
、
皇
帝
と
ラ
イ
ヒ
か
ら
得
て
い
る
諸
権
利
を
共
有
に
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
（
（3
（

り
、
お
そ
ら
く
こ
の
点
で
皇
帝
に
よ
る
確
認
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
伯
関
係
の
事
例
と
し
て
、

一
三
七
六
年
三
月
に
カ
ー
ル
四
世
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
、
後
見
人
指
定
等
に
関
す
る
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ブ
ル
ク
・
ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
伯
ハ

イ
ン
リ
ヒ
と
グ
ン
タ
ー
の
取
り
決
め
に
関
し
て
、
伯
た
ち
の
要
請
に
応
じ
て
、
取
り
決
め
の
証
書
を
挿
入
し
つ
つ
大
印
章
付
き
の
皇
帝
証
書

で
そ
れ
に
同
意
を
与
え
、そ
の
効
力
を
確
認
し

（
（3
（

た
。
こ
こ
で
も
、伯
た
ち
の
取
り
決
め
は
、彼
ら
が
皇
帝
お
よ
び
ボ
ヘ
ミ
ア
王
と
し
て
の
カ
ー

ル
と
ラ
イ
ヒ
か
ら
受
領
し
て
い
た
レ
ー
ン
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
三
五
九
年
七
月
に
は
、
ケ
ル
ン
の
聖
ア
ン
ド
レ
ア
ス
参
事
会
教
会
と
ア
ル
ン
ス
ベ
ル
ク
伯
家
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
ヘ
ル
マ
ン
の
兄
弟
と
の

間
の
紛
争
に
つ
い
て
の
和
解
が
、
大
印
章
を
付
さ
れ
た
皇
帝
証
書
に
よ
り
確
認
さ
れ

（
（3
（

た
。
証
書
に
よ
れ
ば
、
皇
帝
に
よ
る
確
認
を
要
請
し
た

聖
ア
ン
ド
レ
ア
ス
教
会
は
、
争
わ
れ
た
権
利
が
皇
帝
と
ラ
イ
ヒ
か
ら
別
の
者
に
空
き
レ
ー
ン
と
し
て
授
封
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
と
要
望
の
背

景
を
述
べ
て
お

（
（3
（

り
、
こ
こ
で
も
帝
国
レ
ー
ン
が
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
三
六
一
年
一
二
月
に
カ
ー
ル
四
世
は
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク

で
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
と
ウ
ル
リ
ヒ
の
兄
弟
が
伯
領
の
相
続
を
め
ぐ
る
彼
ら
の
紛
争
に
関
し
て
結
ん
だ
和
解
を
、
兄

弟
の
求
め
に
応
じ
て
和
解
証
書
を
挿
入
し
た
う
え
で
、
皇
帝
並
び
に
ボ
ヘ
ミ
ア
王
と
し
て
、
皇
帝
の
大
印
章
を
付
し
た
証
書
を
発
行
し
て
確

認
し

（
（3
（

た
。
伯
兄
弟
の
和
解
は
、
伯
領
を
分
割
せ
ず
共
有
と
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
て
い
た
が
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
が
帝
国
レ
ー
ン
お
よ

び
ボ
ヘ
ミ
ア
王
の
レ
ー
ン
を
受
領
し
て
い
た
こ
と
が
、
カ
ー
ル
に
よ
る
確
認
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

（
（3
（

る
。

　

一
三
六
九
年
一
〇
月
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
バ
イ
エ
ル
ン
公
た
ち
が
、
テ
ィ
ロ
ー
ル
を
め
ぐ
る
対
立
に
関
し
て
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
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と
和
解
し
諸
要
求
を
放
棄
し
た
こ
と
を
カ
ー
ル
四
世
に
伝
え
、
ま
た
皇
帝
に
対
し
て
も
彼
ら
の
諸
要
求
を
放
棄
し
、
テ
ィ
ロ
ー
ル
を
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
家
に
授
封
す
る
こ
と
お
よ
び
こ
の
和
解
を
確
認
す
る
こ
と
を
皇
帝
に
要
請
し
て
い

（
（3
（

る
。
こ
の
場
合
も
、
争
い
の
対
象
と
な
っ
た
テ
ィ

ロ
ー
ル
伯
領
が
皇
帝
か
ら
授
与
さ
れ
る
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
の
で
、
皇
帝
に
よ
る
確
認
が
求
め
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

カ
ー
ル
四
世
は
、
お
そ
ら
く
フ
ラ
ン
ス
王
権
の
封
政
策
に
触
発
さ
れ
て
、
諸
勢
力
の
統
合
に
レ
ー
ン
関
係
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い

（
（4
（

た
。

そ
の
際
、
上
述
の
確
認
事
例
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
皇
帝
・
ド
イ
ツ
王
を
主
君
と
す
る
レ
ー
ン
関
係
と
ボ
ヘ
ミ
ア
王
を
主
君
と

す
る
レ
ー
ン
関
係
が
密
接
に
結
び
つ
い
た
形
で
レ
ー
ン
政
策
が
展
開
さ
れ
て
い

（
（4
（

た
。
こ
こ
で
見
た
レ
ー
ン
に
関
す
る
確
認
行
為
も
、
カ
ー
ル

四
世
の
そ
う
し
た
活
発
な
レ
ー
ン
政
策
を
背
景
と
し
て
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
証
書
の
文
言
上
は
和
解
や
取
り
決
め
を
成
立
さ
せ
た
当

事
者
の
側
か
ら
カ
ー
ル
四
世
に
よ
る
確
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
封
臣
に
よ
る
レ
ー
ン
関
係
の
変
動
を
少
な
く
と
も
視
野

の
中
に
と
ど
め
よ
う
と
い
う
カ
ー
ル
の
姿
勢
が
、
当
事
者
た
ち
の
行
動
を
促
す
と
い
う
面
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ

（
（4
（

る
。

　

カ
ー
ル
四
世
治
世
、
特
に
そ
の
初
期
に
現
れ
る
特
徴
的
な
類
型
と
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
お
よ
び
そ
の
財
産
に
関
す
る
和
解
の
確
認
が
あ
る
。

後
述
の
よ
う
な
、
王
権
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
特
別
な
関
係
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
類
型
も
、
国
王
の
権
利
が
問
題
と
な
っ
た
場
合
の
一
つ
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

一
三
四
九
年
四
月
九
日
に
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
で
発
行
し
た
証
書
で
カ
ー
ル
四
世
は
、
国
王
都
市
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ル
と
ヴ
ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ク
伯
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
お
よ
び
ウ
ル
リ
ヒ
の
兄
弟
と
の
間
で
成
立
し
た
和
解
を
、
大
印
章
を
付
し
た
国
王
証
書
で
確
認
し
て
い

（
（4
（

る
。

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
市
側
が
市
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
を
殺
害
し
た
こ
と
で
、
一
三
四
八
年
の
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
殺
害
の
一
部
を
な
し
た
行
為

で
あ
っ

（
（4
（

た
。
国
王
証
書
に
よ
れ
ば
、
国
王
は
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
を
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
に
委
ね
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
ユ
ダ
ヤ

人
に
対
す
る
権
利
者
と
な
っ
て
い
た
伯
兄
弟
に
対
し
て
、
市
側
が
八
〇
〇
グ
ル
デ
ン
を
支
払
う
こ
と
で
和
解
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
伯
と
市
が
和
解
し
た
た
め
に
、
国
王
は
今
や
市
内
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
の
財
産
は
市
に
譲
渡
さ
れ
た
も
の
と
見
な
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
殺
害
に
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関
す
る
す
べ
て
の
請
求
を
放
棄
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
同
様
の
国
王
証
書
は
、
四
月
二
〇
日
に
、
や
は
り
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
兄
弟
と

和
解
し
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
国
王
都
市
ロ
イ
ト
リ
ン
ゲ
ン
に
対
し
て
も
発
行
さ
れ
て
い

（
（4
（

る
。
ま
た
、
カ
ー
ル
四
世
は
、
一
三
四
九
年
六
月

に
も
、
同
様
に
ユ
ダ
ヤ
人
殺
害
に
関
し
て
上
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
で
あ
っ
た
ヘ
ル
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
と
上
シ
ュ

ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
国
王
都
市
メ
ミ
ン
ゲ
ン
と
の
間
で
成
立
し
た
和
解
を
小
印
章
付
き
の
国
王
証
書
で
確
認
し
、
今
後
こ
の
件
で
市
を
追
及
し
な

い
こ
と
を
約
束
し
て
い

（
（4
（

る
。
治
世
当
初
の
ユ
ダ
ヤ
人
殺
害
か
ら
は
離
れ
る
が
、
一
三
五
八
年
四
月
に
は
カ
ー
ル
四
世
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市

に
あ
て
た
小
印
章
付
き
の
証
書
で
、
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
、
ハ
イ
ン
ツ
・
ツ
ム
・
ユ
ン
ゲ
ンH

einz zum
 Jungen

が
同

市
と
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
の
間
で
成
立
さ
せ
た
和
解
を
確
認
し

（
（4
（

た
。こ
の
対
立
も
、フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
負
担
を
巡
っ

て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
国
王
証
書
に
よ
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
関
係
の
和
解
の
確
認
が
な
さ
れ
た
こ
と
の
背
景
は
、
王
権
と
ユ
ダ
ヤ
人
の
特
別
な
関
係
、
す

な
わ
ち
ユ
ダ
ヤ
人
が
王
権
に
直
属
し
て
そ
の
保
護
を
受
け
る
一
方
、
そ
の
人
身
と
財
産
に
つ
い
て
王
権
の
直
接
支
配
に
服
し
、
王
権
に
対
し

て
種
々
の
財
政
負
担
を
負
う
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

（
（4
（

る
。
カ
ー
ル
四
世
の
治
世
に
お
け
る
、
ユ
ダ
ヤ
人
関
係
証
書
の
確
認
の
意
義

に
つ
い
て
は
、
宮
廷
裁
判
所
に
よ
る
確
認
の
箇
所
で
更
に
論
じ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ま
た
王
権
と
特
に
関
係
の
深
い
国
王
選
挙
権
に
関
し
て
、
確
認
が
な
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
一
三
五
四
年
五
月
に
カ
ー
ル
四
世
は

エ
ル
ザ
ス
で
、
彼
の
父
ボ
ヘ
ミ
ア
王
ヨ
ハ
ン
が
一
三
三
九
年
三
月
に
発
行
し
た
証
書
を
ラ
イ
ン
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
が
提
示
し
た
の

を
受
け
て
、
挿
入
さ
れ
た
そ
の
内
容
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
、
大
印
章
付
き
の
国
王
証
書
で
宣
言
し

（
（4
（

た
。
ヨ
ハ
ン
の
証
書
は
、
ラ
イ
ン
宮
中

伯
の
国
王
選
挙
権
を
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
兄
で
あ
っ
た
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
が
単
独
で
行
使
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ル
四

世
は
、
同
日
付
の
別
の
証
書
で
、
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
を
相
続
し
た
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
が
選
挙
侯
で
あ
り
、
彼
だ
け
が
選
挙
権
を
行
使
す
る

こ
と
を
確
認
し

（
（5
（

た
。
実
の
父
で
あ
る
ボ
ヘ
ミ
ア
王
が
出
し
た
証
書
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
の
証
書
は
ラ
テ
ン
語
（
元
の
ヨ
ハ
ン



中世後期ドイツ国王裁判権の活動としての確認行為（２）

北法67（6・83）1893

の
証
書
も
ラ
テ
ン
語
）
で
、
一
方
第
二
の
そ
れ
は
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
カ
ー
ル
四
世
は
、
一
三
五
四
年
三
月
に
国

王
選
挙
権
の
行
使
な
ど
を
巡
る
ラ
イ
ン
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
と
二
世
の
対
立
を
調
停
し
て
い
た
が
、
本
件
確
認
も
同
じ
対
立
に
関
係

し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

（
（5
（

る
。

三　

支
配
者
が
紛
争
解
決
を
委
任
し
、
委
任
を
受
け
た
裁
判
官
な
ど
の
措
置
や
決
定
を
支
配
者
が
確
認
す
る
と
い
う
関
係
は
、
既
述
の
よ
う

に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
期
か
ら
い
く
ら
か
登
場
し
始
め
て
い
た
が
、
カ
ー
ル
四
世
の
も
と
で
、
一
三
五
五
年
四
月
の
皇
帝
戴
冠
以
後
、
特
に

一
三
六
〇
年
代
を
中
心
に
、
よ
り
広
く
展
開
し
た
。

　

一
三
五
六
年
一
月
、カ
ー
ル
四
世
は
、マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
と
ラ
イ
ン
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
に
決
定
を
委
任
し
て
い
た
、

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
と
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
民
と
の
紛
争
に
つ
い
て
、委
任
裁
判
官
た
ち
が
下
し
た
決
定
を
確
認
し
た
。

三
通
の
皇
帝
証
書
の
う
ち
、
一
通
は
一
月
一
一
日
付
で
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
て
お

（
（5
（

り
、
お
そ
ら
く
大
印
章
が
付
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し

て
後
の
二
通
は
翌
一
二
日
付
で
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
て
お
り
、
大
印
章
が
付
さ
れ
て
い

（
（5
（

る
。
ド
イ
ツ
語
証
書
は
、
皇
帝
が
紛
争
に
関
す
る
決

定
を
二
人
の
諸
侯
に
委
任
し
た
こ
と
を
述
べ
て
お

（
（5
（

り
、
二
通
の
ラ
テ
ン
語
証
書
は
、
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
件
に
つ
い
て
彼
ら
に
委
譲
さ
れ

た
皇
帝
の
権
威
に
よ
っ
て
彼
ら
が
決
定
を
下
し
た
こ
と
に
も
言
及
し
て
い

（
（5
（

る
。
こ
の
よ
う
に
こ
こ
で
見
ら
れ
る
の
は
、
委
任
裁
判
官
た
ち
に

よ
る
決
定
を
、
皇
帝
の
確
認
に
よ
っ
て
補
強
し
よ
う
と
し
た
措
置
で
あ
る
。
一
三
五
八
年
五
月
に
は
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ

ゼ
ン
市
と
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
の
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
と
の
対
立
に
関
す
る
仲
裁
判
決
が
、
関
係
証
書
を
挿
入
し
た
大
印
章
付
き
の
皇
帝
証

書
に
よ
っ
て
改
め
て
確
認
さ
れ

（
（5
（

た
。仲
裁
自
体
皇
帝
が
委
任
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ

（
（5
（

て
、そ
こ
で
の
決
定
が
や
は
り
事
後
に
皇
帝
に
よ
っ

て
補
強
さ
れ
て
い
る
。
一
三
五
九
年
二
月
に
ブ
レ
ス
ラ
ウ
で
出
さ
れ
た
大
印
章
付
き
の
証
書
に
よ
れ
ば
、
カ
ー
ル
四
世
は
、
ヴ
ェ
ッ
テ
ラ
ウ

の
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
ナ
ウ
が
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
市
内
対
立
に
関
し
て
都
市
参
事
会
と
手
工
業
者
ツ
ン

フ
ト
と
の
間
で
成
立
さ
せ
た
和
解
を
確
認
し

（
（5
（

た
。
ウ
ル
リ
ヒ
は
、
皇
帝
の
命
令
と
権
限
委
任
を
受
け
て
こ
の
問
題
に
関
与
し
て
い
た
の

（
（5
（

で
、
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本
件
も
委
任
裁
判
官
に
よ
る
決
定
の
事
後
的
確
認
と
類
似
し
た
ケ
ー
ス
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
三
六
三
年
六
月
の
皇
帝
証
書
に
よ
れ
ば
、
カ
ー
ル
四
世
は
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
クW

ülzburg

修
道
院
の
フ
ォ
ー
ク
ト
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・

マ
ル
シ
ャ
ル
・
フ
ォ
ン
・
パ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ムH

einrich M
arschall von Pappenheim

に
よ
る
圧
迫
に
つ
い
て
の
修
道
院
側
か
ら
の
訴
え

に
関
し
て
、
ア
イ
ヒ
シ
ュ
テ
ッ
ト
司
教
ベ
ル
ト
ル
ト
と
ア
イ
ヒ
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ

クH
einrich von H

eideck

に
解
決
を
委
任
し
て
い
た
が
、
二
人
が
成
立
さ
せ
た
和
解
に
つ
い
て
、
司
教
と
修
道
院
の
求
め
に
応
じ
て
そ

の
内
容
を
確
認
し

（
（6
（

た
。
上
記
の
一
三
五
九
年
の
確
認
事
例
と
同
様
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
一
三
六
五
年
二
月
に
、
カ
ー
ル
四
世
は
プ
ラ
ハ
で
、

ケ
ン
プ
テ
ン
の
参
事
会
教
会Stiftskirche

と
ケ
ン
プ
テ
ン
市
の
間
の
和
解
を
、
教
会
側
の
要
望
に
応
じ
て
確
認
し

（
（6
（

た
。
和
解
は
、
皇
帝
の

命
令
と
意
向
を
受
け
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
、
ヘ
ル
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
ウ
ル
リ
ヒ
と
ボ
ヘ
ミ
ア
・
モ
ラ
ヴ
ィ
ア

（
メ
ー
レ
ン
）
の
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
管
区
長Landkom

tur

、
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ム
ブ
ル
クH

om
burg

が
成
立
さ
せ
た
も
の
で

あ
っ
た
か

（
（6
（

ら
、こ
の
例
も
、皇
帝
の
委
任
を
受
け
た
者
た
ち
の
現
地
で
の
活
動
の
結
果
を
、事
後
に
皇
帝
自
身
が
確
認
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
ケ
ン
プ
テ
ン
参
事
会
教
会
側
が
発
行
し
た
和
解
証
書
に
よ
れ
ば
、
両
当
事
者
は
皇
帝
の
も
と
に
赴
い
て
和
解
内
容
を
知
ら
せ
、
皇
帝

の
決
定
を
あ
お
ぐ
こ
と
で
合
意
し
て
い

（
（6
（

た
。
こ
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、
参
事
会
教
会
側
が
和
解
の
実
効
性
に
関
し
て
不
安
を
持
っ
て
お
り
、
皇

帝
に
よ
る
補
強
を
望
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
皇
帝
の
異
母
弟
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
公
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
と
ヴ
ァ
ル
ラ
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ァ
ル
ケ
ン
ブ

ル
クW

alram
 von V

alkenburg

は
、
一
三
六
五
年
六
月
に
彼
ら
の
争
い
を
下
ラ
イ
ン
の
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
に
よ
る
仲
裁
に
委
ね
る
こ
と

に
合
意
し
た

（
（6
（

が
、カ
ー
ル
四
世
は
同
年
七
月
に
ゼ
ル
ツSelz

で
発
行
し
た
証
書
で
、こ
の
仲
裁
合
意
証
書
を
引
い
た
う
え
で
、ラ
ン
ト
フ
リ
ー

デ
に
決
定
を
授
権
し
、
そ
の
決
定
に
前
も
っ
て
皇
帝
に
よ
る
確
認
を
付
与
し
、
紛
争
当
事
者
た
ち
に
決
定
の
遵
守
を
命
じ

（
（6
（

た
。
更
に
、
不
服

従
者
に
対
し
て
は
金
一
〇
〇
〇
マ
ル
ク
の
贖
罪
金
支
払
い
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
事
前
に
確
認
を
与
え
て
い
る
点
は
、
通
常
の
パ
タ
ー
ン
と

異
な
っ
て
お
り
、
当
事
者
（
特
に
ヴ
ァ
ル
ラ
ム
）
を
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
の
決
定
に
従
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
の
か
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も
し
れ
な

（
（6
（

い
。

　

一
三
六
六
年
八
月
に
カ
ー
ル
四
世
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
イ
プ
ホ
ー
フ
ェ
ンIphofen

で
、
フ
ラ
ン
ク
ル
フ
ル
ト
の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
、
ジ
ー

ク
フ
リ
ー
ト
・
ツ
ム
・
パ
ラ
デ
ィ
ー
スSiegfried zum

 Paradies

の
た
め
に
、
彼
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
近
く
の
森
林
に
関
す
る
諸
権
利
を

認
め
た
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
ナ
ウ
の
同
年
四
月
の
証
書
を
、
証
書
自
体
を
挿
入
し
つ
つ
確
認
し

（
（6
（

た
。
当
時
ヴ
ェ
ッ
テ
ラ
ウ
の
ラ
ン
ト

フ
ォ
ー
ク
ト
で
あ
っ
た
ウ
ル
リ
ヒ
は
、
カ
ー
ル
四
世
の
要
請
に
よ
っ
て
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
に
権
利
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
か

（
（6
（

ら
、
本
案
件

も
、
皇
帝
の
意
を
受
け
た
解
決
を
、
皇
帝
自
身
に
よ
る
確
認
に
よ
っ
て
補
強
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
皇
帝
は
特
に
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
市
に
対
し
て
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
権
利
の
尊
重
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
不
服
従
者
に
二
〇
〇
銀
マ
ル
ク
の
贖
罪
金
支
払
い
を
科
し
て
い

る
。
一
三
六
六
年
九
月
に
カ
ー
ル
四
世
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
発
行
し
た
証
書
は
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
と
マ
イ
ン
ツ
市
と
の
間

の
紛
争
に
関
す
る
仲
裁
判
決
を
、
判
決
証
書
を
挿
入
し
た
う
え
で
確
認
し
て
い

（
（6
（

る
。
五
人
の
仲
裁
人
を
任
命
し
た
の
は
皇
帝
自
身
で
あ
っ
た

か
（
（7
（

ら
、
両
当
事
者
同
意
の
も
と
で
成
立
し
た
仲
裁
判
決
を
両
当
事
者
の
要
望
に
よ
っ
て
確
認
し
た
こ
の
行
為
も
、
委
任
裁
判
官
の
措
置
の
確

認
に
類
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ル
四
世
は
一
三
六
八
年
二
月
に
も
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
ハ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
フ
ェ
ル
トH

eidingsfeld

で
大

印
章
付
き
の
証
書
を
発
行
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
の
参
事
会
と
手
工
業
者
た
ち
の
対
立
に
関
し
て
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
が

と
っ
た
諸
措
置
に
従
う
よ
う
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
に
対
し
て
指
示
し
て
い

（
（7
（

る
。
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
も
皇
帝
に
よ
っ
て
現
地
に
送
ら
れ
、
皇
帝
の

名
の
も
と
に
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
か

（
（7
（

ら
、
こ
れ
も
委
任
裁
判
官
の
措
置
の
確
認
に
類
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

一
三
七
一
年
二
月
に
カ
ー
ル
四
世
が
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
クFürstenberg

で
発
行
し
た
証
書
は
、
皇
帝
自
身
が
主
催

す
る
法
廷
に
お
い
て
、
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
修
道
院
と
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
市
の
争
い
に
関
し
て
成
立
し
た
和
解
の
確
認
が
両
当
事
者
に
よ
っ
て

求
め
ら
れ
、
そ
の
よ
う
に
確
認
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え

（
（7
（

る
。
証
書
に
は
和
解
証
書
が
挿
入
さ
れ
、
ま
た
大
印
章
で
な
く
宮
廷
裁
判
所
印
章

が
付
さ
れ
て
い
る
。
和
解
の
成
立
を
導
い
た
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
聖
ペ
ー
タ
ー
参
事
会
教
会
の
首
席
司
祭
、
ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
グ
ロ
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シ
ュ
タ
イ
ンGötz von Grostein

と
騎
士
ス
テ
ィ
ス
ラ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ルStislav von W

eitm
ühl

は
明
ら
か
に
皇
帝

の
委
託
を
受
け
て
活
動
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の

（
（7
（

で
、
こ
れ
も
委
任
裁
判
官
の
活
動
の
皇
帝
宮
廷
に
よ
る
確
認
と
い
う
類
型
に
属
す
る
。
こ

の
一
三
七
一
年
二
月
の
証
書
は
、
両
当
事
者
の
求
め
に
よ
り
、
同
年
四
月
に
更
に
皇
帝
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い

（
（7
（

る
。
新
た
な
確
認
証
書
に

は
、
二
月
の
証
書
が
挿
入
さ
れ
た
う
え
で
、
黄
金
印
章
が
付
さ
れ
て
お
り
、
確
認
に
大
き
な
権
威
を
与
え
よ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。一
三
七
七
年
六
月
に
カ
ー
ル
四
世
は
タ
ン
ガ
ー
ミ
ュ
ン
デT
angerm

ünde

で
小
印
章
付
き
証
書
を
発
行
し
て
、自
身
お
よ
び
国
王
ヴ
ェ

ン
ツ
ェ
ル
と
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
国
王
都
市
と
の
対
立
に
つ
い
て
、
皇
帝
が
全
権
を
与
え
た
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
が
ま
と
め
た
和
解
を
遵
守
す
る

と
約
束
し

（
（7
（

た
。
こ
れ
も
広
い
意
味
で
、
委
任
裁
判
官
の
措
置
を
確
認
す
る
類
型
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
三
六
〇
年
代
を
中
心
に
、
皇
帝
に
よ
っ
て
案
件
を
委
任
さ
れ
た
者
が
現
地
で
活
動
し
た
結
果
を
皇
帝
が
確
認
す
る
、
と

い
う
類
型
に
属
す
る
事
例
が
か
な
り
見
出
さ
れ
る
。
中
世
後
期
ド
イ
ツ
王
権
の
も
と
で
、
紛
争
当
事
者
の
所
在
地
に
近
い
諸
侯
・
貴
族
や
国

王
役
職
の
保
持
者
に
紛
争
解
決
が
委
任
さ
れ
る
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
お

（
（7
（

り
、
と
り
わ
け
一
五
世
紀
後
半
に
は
重

要
な
仕
組
み
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い

（
（7
（

た
。
こ
こ
で
見
た
よ
う
な
皇
帝
自
身
に
よ
る
確
認
事
例
は
、
既
に
カ
ー
ル
四
世
の
も
と
で
こ
の
仕
組
み

が
機
能
を
広
げ
て
お
り
、
し
か
も
委
任
裁
判
官
な
ど
の
行
動
と
決
定
が
、
皇
帝
に
よ
る
決
定
と
連
結
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

な
お
、
委
任
裁
判
官
な
ど
で
な
く
宮
廷
裁
判
所
の
判
決
を
、
皇
帝
自
身
が
確
認
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
一
三
六
二
年
三
月
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ

ル
ク
で
発
行
し
た
大
印
章
付
き
証
書
で
、
カ
ー
ル
四
世
は
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
が
提
示
し
た
一
三
五
九
年
四
月
の
宮
廷
裁
判
所

証
書
を
、
証
書
自
体
を
挿
入
し
つ
つ
確
認
し

（
（7
（

た
。
裁
判
所
の
証
書
は
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ト
ル
ム
フ
ェ
ー
ダ
ーBurkhard 

von Strum
feder

親
子
の
資
産
に
対
す
る
二
〇
〇
〇
銀
マ
ル
ク
分
の
用
益
ゲ
ヴ
ェ
ー
レN

utzgew
ere

を
大
司
教
に
認
め
た
も
の
で

あ
っ

（
（8
（

た
。
お
そ
ら
く
大
司
教
側
は
、
宮
廷
裁
判
所
で
得
た
勝
訴
判
決
の
実
現
に
手
こ
ず
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
対
応
策
と
し
て
皇
帝
本
人
に
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よ
る
確
認
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
皇
帝
証
書
は
、
件
の
宮
廷
裁
判
所
証
書
に
限
ら
ず
、
こ
の
事
案
に
関
し
て
宮
廷
裁
判
所
で
得
ら
れ

た
他
の
証
書
も
あ
わ
せ
て
確
認
し
て
お
り
、
ま
た
宮
廷
裁
判
所
証
書
等
を
提
示
さ
れ
た
場
合
は
大
司
教
の
権
利
実
現
に
協
力
す
る
よ
う
命
じ

て
い
る
。

四　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
カ
ー
ル
四
世
本
人
に
よ
る
確
認
行
為
は
、
い
く
つ
か
の
類
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
文

脈
が
そ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
し
な
い
事
例
も
、
な
お
い
く
ら
か
残
る
。
カ
ー
ル
よ
り
前
の
国
王
な
ど
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
証
書
の
効
力
を
確

認
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
特
定
の
事
情
が
明
ら
か
で
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
い
く
つ
か
は
、
都
市
と
都
市
領
主
た
る
聖
界
諸
侯
や
そ
の
他
の
教
会
と
の
対
立
に
関
係
し
て
い
る
。
一
三
五
三
年
九
月
に
ウ
ル

ム
で
出
さ
れ
た
大
印
章
付
き
証
書
で
カ
ー
ル
四
世
は
、
彼
の
前
任
者
た
ち
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
証
書
に
記
さ
れ
た
、
プ
レ
モ
ン
ト
レ
会
の

ヴ
ァ
イ
セ
ナ
ウW

eissenau

修
道
院
と
近
隣
の
上
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
国
王
都
市
ラ
ー
フ
ェ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
間
で
結
ば
れ
た
和
解
を
確
認

し
（
（8
（

た
。
和
解
証
書
と
し
て
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
に
よ
っ
て
一
三
三
二
年
に
出
さ
れ
た
二
通
の
証
書
が
知
ら
れ
て
い
る

（
（8
（

が
、
一
三
五
三
年
の

証
書
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
カ
ー
ル
四
世
は
、
和
解
を
破
る
者
に
対
し
て
は
二
〇
銀
マ
ル
ク
の
贖
罪
金
を
科
し
、
そ
の
半

分
は
国
王
財
庫
へ
、
残
り
半
分
は
修
道
院
へ
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
し
た
。
更
に
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
に
対
し
て
、
こ
の
贖
罪
金
を
確
実
に

徴
収
す
る
よ
う
命
令
し
た
。
こ
こ
で
は
お
そ
ら
く
市
側
に
よ
る
違
反
行
為
を
念
頭
に
、
そ
れ
を
抑
制
す
る
た
め
の
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。

一
三
五
八
年
八
月
に
も
皇
帝
は
、
ヴ
ィ
ン
プ
フ
ェ
ン
の
聖
ペ
ー
タ
ー
参
事
会
教
会
の
求
め
に
応
じ
て
、
同
教
会
と
ヴ
ィ
ン
プ
フ
ェ
ン
市
と
の

紛
争
に
関
す
る
、
ル
ー
ド
ル
フ
一
世
・
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
一
世
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
の
国
王
証
書
と
騎
士
ゲ
ル
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ル
ム
シ
ュ

タ
ッ
トGerung von H

elm
stadt

ら
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
仲
裁
判
決
を
、
先
行
す
る
証
書
を
引
き
つ
つ
確
認
し

（
（8
（

た
。
同
じ
案
件
に
関
し
て

は
、
前
述
の
よ
う
に
既
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
四
世
に
よ
っ
て
も
、
確
認
証
書
が
出
さ
れ
て
い

（
（8
（

た
。
確
認
証
書
は
、
侵
害
行
為
に
対
し
て
一
〇
〇

金
マ
ル
ク
の
贖
罪
金
（
半
分
は
皇
帝
財
庫
、
半
分
は
被
侵
害
者
へ
）
を
も
規
定
す
る
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
レ
ン
ツ
ェ
ンLenzen

を
発
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行
地
と
す
る
一
三
七
五
年
一
〇
月
の
カ
ー
ル
四
世
の
証
書
に
よ
れ
ば
、
ケ
ル
ン
大
司
教
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
、
大
司
教
と
ケ
ル
ン
市
の
対
立
に

つ
い
て
の
仲
裁
判
決
（
い
わ
ゆ
る
大
仲
裁
）
を
記
し
た
一
二
五
八
年
の
証
書
（
内
容
は
そ
の
ま
ま
挿
入
さ
れ
て
い
る
）
を
提
示
し
た
の
に
対

し
て
、
皇
帝
は
そ
の
写
し
を
作
ら
せ
、
写
し
に
大
印
章
を
付
し
、
写
し
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
同
様
の
効
力
を
持
つ
こ
と
を
宣
言
し

（
（8
（

た
。
同
日
付
の

別
の
皇
帝
証
書
は
、
一
二
五
九
年
か
ら
六
〇
年
に
ケ
ル
ン
大
司
教
が
出
し
た
四
通
の
証
書
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
手
続
が
取
ら
れ
た
こ
と
を

伝
え
て
い

（
（8
（

る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
既
に
長
年
紛
争
が
続
い
て
い
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
カ
ー
ル
四
世
と
し
て
は
新
た
な
内
容
の
決
定
を
下
し
た

り
す
る
こ
と
な
く
、
以
前
の
国
王
の
決
定
や
古
い
証
書
の
確
認
に
と
ど
め
る
と
い
う
対
応
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
三
五
八
年
一
〇
月
に
、
カ
ー
ル
四
世
は
プ
ラ
ハ
で
、
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
ナ
ウ
が
提
出
し
た
古
い
和
解
文
書
を
、
挿
入
し
た
う

え
で
大
印
章
付
き
の
皇
帝
証
書
で
確
認
し

（
（8
（

た
。
一
二
六
六
年
に
発
行
さ
れ
た
同
文
書
は
、
ハ
ー
ナ
ウ
の
従
属
民
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
へ
の
受

け
入
れ
に
関
す
る
両
者
の
和
解
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ

（
（8
（

た
。
確
認
を
侵
害
す
る
者
に
対
し
て
は
、
二
〇
金
マ
ル
ク
の
贖
罪
金
支
払
い
（
半
分

は
皇
帝
財
庫
へ
、
半
分
は
ハ
ー
ナ
ウ
へ
）
で
威
嚇
さ
れ
た
。
こ
の
件
の
場
合
は
、
ウ
ル
リ
ヒ
が
長
年
ヴ
ェ
ッ
テ
ラ
ウ
の
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト

を
つ
と
め
、
カ
ー
ル
四
世
と
特
に
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
背
景
な
の
か
も
し
れ
な

（
（8
（

い
。
一
三
七
三
年
一
一
月
に
カ
ー
ル
四
世
は
プ
ラ

ハ
で
、
バ
ン
ベ
ル
ク
司
教
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
の
仲
介
に
応
じ
て
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
シ
ト
ー
派
修
道
院
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ブ
ロ
ンK

önigsbronn

の
た
め
に
、
挿
入
さ
れ
た
一
三
四
七
年
一
二
月
の
国
王
証
書
と
一
三
六
〇
年
一
月
の
プ
フ
レ
ン
ド
ル
フ
市
の
証
書
を
確
認
し

（
（9
（

た
。
バ
ン
ベ
ル

ク
司
教
も
、
カ
ー
ル
四
世
と
関
係
の
深
か
っ
た
聖
界
諸
侯
で
あ

（
（9
（

る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
深
い
関
係
が
特
に
見
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

一
三
七
四
年
一
一
月
に
は
、
カ
ー
ル
四
世
は
マ
イ
ン
ツ
で
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
ボ
ラ
ン
デ
ンPhilipp von Bolanden

の
要
請
に
応

じ
て
、
挿
入
さ
れ
た
一
三
七
一
年
七
月
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
証
書
と
一
三
七
〇
年
一
〇
月
の
シ
ュ
ポ
ン
ハ
イ
ム
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
証
書
を
大
印

章
付
き
の
皇
帝
証
書
で
確
認
し
て
い

（
（9
（

る
。

　

一
三
七
二
年
七
月
に
エ
ル
ト
ヴ
ィ
ル
で
出
さ
れ
た
大
印
章
付
き
皇
帝
証
書
に
よ
れ
ば
、
バ
ー
ゼ
ル
市
民
が
皇
帝
の
前
で
従
来
の
諸
特
権
を
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提
起
し
て
、
そ
の
確
認
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
皇
帝
は
望
み
ど
お
り
そ
れ
ら
を
確
認
し

（
（9
（

た
。
同
日
付
の
別
の
皇
帝
証
書
で
は
、
バ
ー
ゼ
ル
市
民

が
ラ
ン
ト
裁
判
所
へ
の
召
喚
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
状
況
が
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
指
令
が
ラ
ン
ト
裁
判
官
あ
て
に
指
示

さ
れ
て
い

（
（9
（

る
。
後
者
の
証
書
か
ら
、
当
時
バ
ー
ゼ
ル
市
に
関
し
て
何
ら
か
具
体
的
な
紛
争
が
存
在
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を

背
景
に
バ
ー
ゼ
ル
市
は
、
従
来
の
諸
特
権
の
確
認
と
い
う
、
他
の
場
合
に
も
一
般
に
広
く
行
わ
れ
て
い
た
措
置
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

最
後
の
ケ
ー
ス
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
確
認
は
、
そ
れ
自
体
を
取
っ
て
見
る
と
、
支
配
者
が
過
去
の
証
書
を
確
認
す
る
と
い
う
、
中

世
に
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
行
為
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
何
ら
か
の
紛
争
・
対
立
の
存
在
が
想
定
さ
れ
た
結
果
、
史
料
要
録
に
収
録
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
、
通
常
の
確
認
行
為
と
、
史
料
要
録
に
採
ら
れ
る
確
認
行
為
と
の
区
別
が
特
に
難
し
い
事

例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

五　

以
上
の
よ
う
に
、
何
ら
か
の
紛
争
に
際
し
て
の
支
配
者
本
人
に
よ
る
確
認
行
為
は
、
カ
ー
ル
四
世
の
も
と
で
、
一
四
世
紀
半
ば
ま
で
と

比
べ
て
よ
り
活
発
な
展
開
を
見
せ
た
。
た
だ
、
そ
の
場
合
で
も
、
い
く
ら
か
不
明
な
ケ
ー
ス
は
残
る
も
の
の
、
確
認
行
為
は
い
く
つ
か
の
類

型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
法
的
行
為
の
確
認
が
支
配
者
に
求
め
ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

以
前
の
皇
帝
・
国
王
や
自
分
自
身
な
ど
が
発
し
た
既
存
の
証
書
を
改
め
て
確
認
す
る
と
い
う
、
中
世
の
支
配
者
と
し
て
は
あ
り
ふ
れ
た
行

為
を
別
に
す
れ
ば
、
カ
ー
ル
四
世
に
よ
る
確
認
行
為
は
、
①
確
認
に
先
行
す
る
紛
争
解
決
過
程
に
カ
ー
ル
四
世
が
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
て

い
た
場
合
か
、
②
支
配
者
の
権
利
な
い
し
支
配
者
の
地
位
と
関
係
の
深
い
権
利
が
紛
争
の
対
象
で
あ
っ
た
場
合
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
た
。

支
配
者
本
人
が
関
係
し
て
和
解
な
ど
が
成
立
す
る
類
型
、
支
配
者
が
解
決
を
委
任
し
た
裁
判
官
な
ど
の
行
為
を
確
認
す
る
類
型
、
宮
廷
裁
判

所
の
判
決
を
確
認
す
る
類
型
（
こ
れ
は
一
例
だ
け
で
あ
っ
た
が
）
が
①
に
属
す
る
。
一
方
、
帝
国
レ
ー
ン
に
関
す
る
紛
争
の
類
型
、
ユ
ダ
ヤ

人
関
係
事
件
の
類
型
、
国
王
選
挙
権
に
関
す
る
類
型
が
②
に
属
す
る
。
他
に
、
紛
争
の
両
当
事
者
の
間
で
事
後
に
支
配
者
の
確
認
を
得
る
と
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い
う
合
意
が
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
例
の
み
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
類
型
の
中
で
は
、
特
に
委
任
裁
判
官
な
ど
の
行
為

を
確
認
す
る
類
型
に
属
す
る
事
例
が
一
三
六
〇
年
代
を
中
心
に
か
な
り
見
ら
れ
、
カ
ー
ル
四
世
の
も
と
で
の
国
王
裁
判
権
の
活
発
化
を
反
映

し
て
い
る
。
ま
た
、
帝
国
レ
ー
ン
に
関
す
る
確
認
の
事
例
も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
レ
ー
ン
制
の
活
用
に
積
極
的
な
カ
ー
ル
四
世

の
姿
勢
と
対
応
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
の
支
配
者
本
人
に
よ
る
確
認
行
為
は
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
し
て
そ
の
由
来
を
説
明
で
き
る
の
で

あ
る
が
、
背
景
と
な
っ
た
紛
争
の
当
事
者
の
地
理
的
広
が
り
を
見
る
と
、
ラ
イ
ヒ
内
の
各
地
域
に
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
特
定
地
域
へ
の
限
定

は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
で
、
以
下
で
見
る
宮
廷
裁
判
所
に
よ
る
確
認
行
為
は
対
照
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

（
１
）
カ
ー
ル
四
世
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、H

erbert G
ru
n
d
m
a
n
n, W

ahlkönigtum
, T

erritorialpolitik und O
stbew

egung im
 13. 

und 14. Jahrhundert (1198-1378), in: D
ers., (H

g.), Gebhardt. H
andbuch der deutschen Geschichte, 9. A

ufl., Bd. 1: Frühzeit 
und M

ittelalter, Stuttgart 1970, S. 426-606, S. 554-578; Ferdinand S
eibt, D

ie Zeit der Luxem
burger und der hussitischen 

Revolution, in: K
arl B

o
sl (H

g.), H
andbuch der Geschichte der böhm

ischen Länder, Bd. 1: D
ie böhm

ischen Länder von der 
archaischen Zeit bis zum

 A
usgang der hussitischen Revolution, Stuttgart 1967, S. 349-568, S. 384-413; H

einz T
h
o
m
a
s, 

D
eutsche Geschichte des Spätm

ittelalters 1250-1500, Stuttgart 1983, S. 218-308; Peter M
o
ra
w, V

on offener V
erfassung zu 

gestalteter V
erdichtung. D

as Reich im
 späten M

ittelalter 1250 bis 1490, (Propyläen Geschichte D
eutschlands, Bd. 3), 

Berlin 1985, S. 240-256; H
einrich K

o
ller, D

as Reich von den staufischen K
aisern bis zu Friedrich III. 1250-1450, in: 

Ferdinand S
e
ib
t (H

g.), Europa im
 H

och- und Spätm
ittelalter, (T

heodor S
c
h
ie
d
e
r (H

g.), H
andbuch der europäischen 

Geschichte, Bd. 2), S. 383-467, S. 422-433; Jörg K
. H
o
en
sch, D

ie Luxem
burger. Eine spätm

ittelalterliche D
ynastie gesam

t- 
europäischer Bedeutung 1308-1437, Stuttgart 2000, S. 105-192; Ferdinand S

eibt, K
arl IV

. Ein K
aiser in Europa 1346-1378, 

M
ünchen 1978; Jiří S

pěv
á
ček, K

arl IV
. Sein Leben und seine staatsm

ännische Leistung, W
ien u. a. 1978; H

einz S
t
o
o
b, 
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K
aiser K

arl IV
. und seine Zeit, Graz u.a. 1990; M

artin K
in
t
zin
ger, K

arl IV
. (1346-1378). M

it Günther von Schw
arzburg 

(1349), in: Bernd S
ch
n
eid
m
ü
ller und Stefan W

ein
fu
rt
er (H

g.), D
ie deutschen H

errscher des M
ittelalters. H

istorische 
Portraits von H

einrich I. bis M
axim

ilian I. (919-1519), M
ünchen 2003, S.408-432 

を
参
照
。
彼
の
国
王
支
配
の
個
別
の
側
面
に
関
す

る
一
九
七
〇
年
代
末
ま
で
の
研
究
に
つ
い
て
は
、Blätter für deutsche Landesgeschichte 114 (1978) 

お
よ
びFerdinand S

eibt (H
g.), 

K
aiser K

arl IV
. - Staatsm

ann und M
äzen, M

ünchen 1978 

所
収
の
諸
論
文
を
参
照
。
旧
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
研
究
と
し
て
、

Evam
aria E

n
gel (H

g.), K
arl IV

. Politik und Ideologie im
 14. Jahrhundert, W

eim
ar 1982. 

そ
の
後
の
研
究
の
う
ち
、
金
印
勅
書
に

関
す
る
多
面
的
な
検
討
と
し
て
、Evelyn B

ro
ck
h
o
ff und M

ichael M
a
t
t
h
ä
u
s (H

g.), D
ie K

aiserm
acher. Frankfurt am

 M
ain und 

die Goldene Bulle 1356-1806. A
ufsätze, Frankfurt a. M

. 2006; U
lrike H

o
h
en
see u. a., (H

g.), D
ie Goldene Bulle. Politik - 

W
ahrnehm

ung - Rezeption, 2 Bde., (Berlin-Brandenburgische A
kadem

ie der W
issenschaften, Berichte und A

bhandlungen, 
Sonderbd. 12), Berlin 2009. 

美
術
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、Jiří F

a
jt (H

g.), K
arl IV

. K
aiser von Gottes Gnaden. K

unst 
und Repräsentation des H

auses Luxem
burg 1310-1437, M

ünchen-Berlin 2006. 

彼
の
支
配
観
と
統
治
の
宗
教
的
性
格
を
改
め
て
強

調
し
た
最
近
の
研
究
と
し
て
、M

artin B
a
u
ch, D

ivina favente clem
encia. A

userw
ählung, Fröm

m
igkeit und H

eilsverm
ittlung in 

der H
errschaftspraxis K

aiser K
arls IV

., (Forschungen zur K
aiser- und Papstgeschichte des M

ittelalters, Bd. 36), K
öln u. a. 

2015. 

日
本
語
文
献
と
し
て
は
、
池
谷
文
夫
「
ド
イ
ツ
王
国
の
国
制
変
化
」
山
田
欣
吾
他
編
『
世
界
歴
史
大
系　

ド
イ
ツ
史　

一
』（
一
九
九
七

年　

山
川
出
版
社
）
二
九
一－

三
三
七
頁
、
三
〇
六－
三
一
九
頁
、
薩
摩
秀
登
『
プ
ラ
ハ
の
異
端
者
た
ち　

中
世
チ
ェ
コ
の
フ
ス
派
に
み
る
宗

教
改
革
』（
一
九
九
八
年　

現
代
書
館
）
四
五－

七
四
頁
。

（
２
）Friedrich B

a
t
t
en
berg (Bearb.), D

ie K
önigszeit K

arls IV
. (1346－

1355 M
ärz), (U

rkundenregesten zur T
ätigkeit des 

deutschen K
önigs- und H

ofgerichts, Bd. 6), K
öln u. a. 1990 

（
以
下U

R6 

と
略
す
）, N

r. 14; M
onum

enta Germ
aniae H

istorica. 
Constitutiones et acta publica im

peratorum
 et regum

, T
om

. V
III, H

g. v. K
arl Z

eu
m
er und Richard S

a
lo
m
o
n, H

annover 
1910-1926, 

（
以
下
、M

GH
 Const., 8 

と
略
す
）, N

r. 323.

（
３
）U
R6, N

r. 13, “... m
it gutem

 rat und m
it verainten w

illen und auch m
it gunst und m

it w
illen und w

ort [des K
önigs K

arl] ...”.

（
４
）U

R6, N
r. 524; M

onum
enta Germ

aniae H
istorica. Constitutiones et acta publica im

peratorum
 et regum

, T
om

. X
I, H

g. v. 
W

olfgang D
. F
rit
z, W

eim
ar 1978-1985 

（
以
下M

GH
 Const., 11 

と
略
す
）, N

r. 90, “... nos volentes ex regalis regim
inis debito, 
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ut partes eedem
 vivant pacifice et quiete, nec super sopitis discordiis ad recidive veniant m

aterie questionem
, dignum

 
ducim

us auctoritate regia finaliter decernendum
 ...”. 

な
お
、
仲
裁
人
の
判
断
が
一
致
し
な
い
場
合
、
事
案
は
上
位
者
と
し
て
の
国
王
自

身
の
も
と
へ
持
ち
込
ま
れ
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。”... si vero aliquid diffi

cultatis aut dubii fuerit in eisdem
, quod per eosdem

 
com

positores am
icabiles non poterit term

inari, id ad diffi
niendum

 et com
ponendum

 per nostre m
aiestatis beneplacitum

 
ad nostram

 presenciam
 tanquam

 ad superiorem
 perferant et perducant, ...”. 

証
書
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
伝
存
し
な
い
が
、
大
印
章
の

付
加
を
告
げ
る
文
言
が
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
お
よ
び
国
王
の
最
終
決
定
権
が
宣
言
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
は
、H

einz T
h
o
m
a
s, D

ie 
Beziehungen K

arls IV
. zu Frankreich von der Rhenser W

ahl im
 Jahre 1346 bis zum

 Großen M
etzer H

oftag, in: Blätter 
für deutsche Landesgeschichte 114 (1978), S. 165-201, S. 186 f. 

を
見
よ
。 

（
５
）U

R6, N
r. 525; M

GH
 Const., 11, N

r. 89. 

こ
れ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
伝
わ
ら
な
い
。

（
６
）
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
へ
の
介
入
を
含
む
全
体
の
脈
絡
に
つ
い
て
、H

. T
h
o
m
a
s, D

ie Beziehungen

（
注
４
）, S. 180 ff.

（
７
）Friedrich B

a
t
t
en
berg (Bearb.), D

ie Zeit K
arls IV

. (1355 A
pril - 1359), (U

rkundenregesten zur T
ätigkeit des deutschen 

K
önigs- und H

ofgerichts, Bd. 7), K
öln u. a. 1994 （
以
下U

R7 

と
略
す
）, N

r. 432; M
onum

enta Germ
aniae H

istorica. Constitutiones 
et acta publica im

peratorum
 et regum

, T
om

. X
II, H

g. v. U
lrike H

o
h
en
see u. a., W

iesbaden 2013 

（
以
下M

GH
 Const., 12 

と

略
す
）, N

r. 443. 

（
８
）U

R7, N
r. 415, “... [K

aiser K
arl] nos instanter rogando requisivit, ... ut ad iustam

 et debitam
 determ

inacionem
 questionis 

antedicte condescendere graciose vellem
us ...”.

（
９
）U

R7, N
r. 493; M

GH
 Const., 12, N

r. 565. 

一
三
五
四
年
の
和
解
は
、U

R6, N
r. 530; M

GH
 Const., 11, N

r. 101. 

一
三
五
三
年
に
ラ
イ

ン
宮
中
伯
ル
ー
ド
ル
フ
二
世
が
死
去
し
た
後
、
残
っ
た
二
人
の
宮
中
伯
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
と
そ
の
甥
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
の
間
で
支
配
権
の

調
整
が
必
要
と
な
っ
た
。ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
二
世
は
支
配
の
分
割
を
望
ん
だ
が
、結
果
と
し
て
は
基
本
的
に
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
一
世
の
意
向
に
沿
っ
て
、

彼
の
優
位
の
も
と
で
ラ
イ
ン
宮
中
伯
領
の
一
体
性
が
保
た
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。Jörg P

elt
zer, D

er Rang der Pfalzgrafen bei Rhein. 
D
ie Gestaltung der politisch-sozialen O

rdnung des Reichs im
 13. U

nd 14. Jahrhundert, (RA
N
K
. Politisch-soziale O

rdnung 
im

 m
ittelalterlichen Europa, Bd. 2), O

stfildern 2013, S. 147 ff. 

を
参
照
。

（
10
）Ronald N

eu
m
a
n
n (Bearb.), D

ie Zeit K
arls IV

. (1360-1364), (U
rkundenregesten zur T

ätigkeit des deutschen K
önigs- und 
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H
ofgerichts, Bd. 8), K

öln u. a. 1996 

（
以
下U

R8 

と
略
す
）, N

r. 83; A
dam

 Friedrich G
la
fey (H

g.), A
necdotorum

 S (ancti) 
r (om

ani) I (m
perii) historiam

 ac ius publicum
 illustrantium

 Collectio, D
resden-Leipzig 1734, S. 400-403, N

r. 277. 

オ
リ
ジ
ナ

ル
は
伝
わ
ら
ず
、
皇
帝
宮
廷
の
発
行
台
帳
か
ら
の
み
知
ら
れ
る
。

（
11
）U

R8, N
r. 46; A

. F. G
la
fey (H

g.), a. a. O
.（

注
10
）, S. 400-403, N
r. 277, “... w

illen und verhenkniße ...”.

（
12
）Ekkehart R

o
t
t
er (Bearb.), D

ie Zeit K
arls IV

. 1372-1378, (U
rkundenregesten zur T

ätigkeit des deutschen K
önigs- und 

H
ofgerichts, Bd. 10), K

öln u. a. 2014 

（
以
下U

R10 

と
略
す
）, N

r. 39; H
einrich R

eim
er, H

essisches U
rkundenbuch, A

bt. 2, 
U
rkundenbuch zur G

eschichte der H
erren von H

anau und der ehem
aligen Provinz H

anau, B
d. 3: 1350-1375, 

(Publikationen aus den königlichen Preußischen Staatsarchiven, Bd. 60), Leipzig 1894 (N
D
 O

snabrück 1965), N
r. 640. 

一
六

世
紀
の
写
し
で
し
か
伝
わ
ら
な
い
が
、
証
書
に
は
大
印
章
の
付
加
を
告
げ
る
文
言
が
あ
る
。

（
13
）U

R10, N
r. 39, “... w

an solich ... verrichtunge teydinge vnd Sune von vnserm
 keiserlichen geheisse w

illen vnd w
issen 

geschehen vnd verbrieuet sein...”. U
R10 

とH
. R
eim
er, a. a. O

（
注
12
）. 

で
読
み
が
異
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
前
者
に
従
う
。
な
お
、
和

解
証
書
は
、H

. R
eim
er, a. a. O

.（
注
12
）, N

r. 639

（
た
だ
し
五
月
三
一
日
の
日
付
と
さ
れ
て
い
る
）. 

和
解
証
書
に
よ
れ
ば
、
イ
ー
ゼ
ン
ブ
ル

ク
は
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ヨ
ハ
ン
の
意
向
を
受
け
て
修
道
院
と
和
解
し
た
。 “... daz w

ir m
it w

illen und w
issen und verhengnisze des 

erw
irdigen, yn got vatir und herren, herren Iohans ertzbischoff zu M

entze gesunet, geeynm
udiget und verrichtet sin 

m
yt ersam

en geistlichen herrn, herren Iohann apte des cloisters zu Selbolt ...”. 

皇
帝
が
大
司
教
に
解
決
を
委
託
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
後
述
の
、
委
任
裁
判
官
等
の
行
為
を
確
認
す
る
類
型
に
属
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
14
）U

R10, N
r. 205. 

確
認
さ
れ
た
証
書
は
、
一
三
六
一
年
八
月
と
一
三
六
二
年
三
月
の
も
の
で
あ
っ
た
。Johann Friedrich B

ö
h
m
er und 

A
lfons H

u
ber (H

g.), Regesta im
perii, V

III : D
ie Regesten des K

aiserreichs unter K
aiser K

arl IV
. 1346-1378, Innsbruck 

1877 (N
D
 H

ildesheim
 1968)

（
以
下RI, 8 

と
略
す
）, N

r. 3736, 3861. 

国
王
領
・
国
王
都
市
を
支
配
下
に
入
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
領
邦
の
拡

大
を
は
か
る
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
と
エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
な
ど
の
下
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
国
王
諸
都
市
の
対
立
は
、中
世
後
期
を
通
じ
て
見
ら
れ
た
。

一
三
六
〇
・
七
〇
年
代
の
情
勢
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
りD

ieter M
ert

en
s, W

ürttem
berg, in: M

einrad S
ch
a
a
b u. a. (H

g.), 
H
andbuch der baden-w

ürttem
bergischen Geschichte, Bd. 2: D

ie T
erritorien im

 A
lten Reich, Stuttgart 1995, S. 1-163, S. 37-

42; H
ans-Georg H

o
f
a
c
k
e
r, D

ie schw
äbischen Reichslandvogteien im

 späten M
ittelalter, (Spätm

ittelalter und Frühe 



論　　　説

北法67（6・94）1904

N
euzeit, Bd. 8), Stuttgart 1980, S. 245-276.

（
15
）U

R8, N
r. 79; H

. R
eim
er, a. a. O

.（
注
12
）, N

r. 344, “... von eyner suone w
egen, die vor uns und den fursten geret ist ...”. 

フ
ィ

リ
ッ
プ
の
証
書
が
そ
の
ま
ま
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、UR8, N

r. 82, 110

が
示
す
よ
う
に
、皇
帝
自
身
、イ
ー
ゼ
ン
ブ
ル
ク
と
対
立
し
て
お
り
、

ハ
ー
ナ
ウ
と
イ
ー
ゼ
ン
ブ
ル
ク
の
和
解
は
、
皇
帝
自
身
を
も
含
む
紛
争
の
一
部
で
あ
っ
た
。
ウ
ル
リ
ヒ
（
三
世
）・
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
ナ
ウ
は
、
カ
ー

ル
四
世
の
も
と
で
二
〇
年
以
上
ヴ
ェ
ッ
テ
ラ
ウ
の
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ク
ト
を
つ
と
め
、カ
ー
ル
四
世
の
中
ラ
イ
ン
政
策
を
支
え
る
存
在
で
あ
っ
た
。

F
red S

c
h
w
in
d, D

ie Landvogtei in der W
etterau. Studien zu H

errschaft und Politik der staufischen und spät-
m
ittelalterlichen K

önige, (Schriften des H
essischen Landesam

tes für geschichtliche Landeskunde, Bd. 35), M
arburg 1972, 

S. 139-161. 

彼
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
イ
ー
ゼ
ン
ブ
ル
ク
と
の
対
立
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S. 147 f.

（
16
）U

R6, N
r. 463; M

onum
enta Germ

aniae H
istorica. Constitutiones et acta publica im

peratorum
 et regum

, T
om

. X
, H

g. v. 
M

argarete K
ü
h
n, W

eim
ar 1979-1991 

（
以
下M

GH
 Const., 10 

と
略
す
）, N

r. 780.

（
17
）U

R
6, N

r. 463, A
nm

. 1; C
hristian F

riedrich H
e
m
pe
l, A

llgem
eines E

uropäisches Staats-R
echts-Lexicon ..., T

eil 5, 
Frankfurt/Leipzig 1753, S. 261-264, “... daß w

an und zu w
elcher Zeit sie uns staettigen und confirm

iren thun von einem
 

Roem
ischen K

ayser, oder K
oenig, ...”.

（
18
）U

R6, N
r. 262; M

GH
 Const., 10, N

r. 121, “... um
b irr herschaft, lant un (d) leute, bey nam

en von den, die von uns und 
[dem

] Reiche zu lehen gen, ...”. 

一
四
世
紀
の
バ
ー
デ
ン
辺
境
伯
家
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、H

ansm
artin S

ch
w
a
rzm

a
ier, Baden, 

in: M
. S
ch
a
a
b u. a., (H

g.), a. a. O
.（

注
14
）, S. 164-246, S. 182-187; D

ers., Baden. D
ynastie - Land - Staat, Stuttgart 2005, S. 95-

100 

を
参
照
。

（
19
）U

R7, N
r. 443; M

GH
 Const., 12, N

r. 462; H
einrich S

ch
reiber (H

g.), U
rkundenbuch der Stadt Freiburg im

 Breisgau, Bd. 1, 
A
bt. 2, Freiburg im

 Breisgau 1828, N
r. 249. 

バ
ー
デ
ン
辺
境
伯
の
分
家
で
あ
る
ハ
ッ
ハ
ベ
ル
ク
辺
境
伯
に
つ
い
て
は
、H

. 
S
ch
w
a
rzm

a
ier, a. a. O

.（
注
18
）, S. 186 f.

（
20
）U
R7, N

r. 242-245, 309, 315, 317, 318, 319, 331. 

こ
の
紛
争
に
つ
い
て
は
、H

eiko H
a
u
m
a
n
n und H

ans S
ch
a
d
ek (H

g.), Geschichte 
der Stadt Freiburg im

 Breisgau, Bd. 1: V
on den A

nfängen bis zum

 “N
euen Stadtrecht” von 1520, 2. A

ufl., Stuttgart 2001, 
S. 169 f. 
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（
21
）U

R7, N
r. 443, A

nm
.; M

GH
 Const., 12, N

r. 461, “... und sein von der vorgenanten landgrafschaft und von den Juden und 
von allen andern guetern und dingen, die sie von dem

 reiche haben, unser, unserr nachkom
en an dem

 reiche und 
desselben reichs getrew

e lehenm
an und des allew

eg von uns und den obgenanten unsern nachkom
en und von dem

 
reiche zu rechtem

 lehen erkennen, ... ”.

（
22
）U

R7, N
r. 12; Friedrich R

ied
el (H

g.), Codex D
iplom

aticus Brandenburgensis. Sam
m
lung der U

rkunden, Chroniken und 
sonstigen Q

uellenschriften für die Geschichte der M
ark Brandenburg und ihrer Regenten, 2. H

auptteil: U
rkunden-

sam
m
lung zur Geschichte der ausw

ärtigen V
erhältnisse der M

ark Brandenburg und ihrer Regenten, Bd. 2, Berlin 1845, 
N
r. 993.

（
23
）“... ac in nobile et rectum

 feudum
 Im

periale om
nia et singula superdicta dicto duci concedim

us, assignam
us, tradim

us, 
conferim

us et largim
ur, ...”.

（
24
）U

R7, N
r. 13; F. R

ied
el (H

g.), a. a. O
.（
注
22
）, N

r. 1104. 

ま
た
別
の
確
認
証
書
と
し
て
、U

R7, N
r. 32

（
一
三
五
五
年
一
〇
月
）. 

カ
ー

ル
四
世
は
、
既
に
一
三
四
八
年
六
月
に
国
王
と
し
て
、
バ
ル
ニ
ム
に
ポ
ン
メ
ル
ン
・
シ
ュ
テ
ッ
テ
ィ
ン
公
領
を
授
封
し
て
い
た
。
本
文
の
一
三

五
五
年
の
措
置
は
、
皇
帝
戴
冠
後
に
改
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
三
四
八
年
の
授
封
に
至
る
事
情
に
つ
い
て
は
、K

laus C
o
n
ra
d, D

ie 
Belehnung der H

erzöge von Pom
m
ern durch K

arl IV
. im

 Jahre 1348, in: Blätter für deutsche Landesgeschichte 114 (1978), 
S. 391-406.

（
25
）U

R7, N
r. 159; Colm

ar G
rü
n
h
a
gen und H

erm
ann M

a
rkg
ra

f (H
g.), Lehns- und Besitzurkunden Schlesiens und seiner 

einzelnen Fürstenthüm
er im

 M
ittelalter, T

. 2, Leipzig 1883 (N
D
 O

snabrück 1965), S. 426, N
r. 12.

（
26
）U

R7, N
r. 159, A

nm
.

（
27
）
一
四
世
紀
に
お
け
る
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
諸
公
と
ボ
ヘ
ミ
ア
王
権
と
の
政
治
的
関
係
に
つ
い
て
は
、Em

il S
ch
iech

e, Politische Geschichte 
von 1327-1526, in: Ludw

ig P
et
ry u. a. (H

g.), Geschichte Schlesiens, Bd. 1: V
on der U

rzeit bis zum
 Jahre 1526, 5. A

ufl., 
Sigm

aringen 1988, S. 157-237, S. 158-189. 

法
的
関
係
に
つ
い
て
は
、Gernot von G

ra
w
ert-M

a
y, D

as staatsrechtliche V
erhältnis 

Schlesiens zu Polen, Böhm
en und dem

 Reich w
ährend des M

ittelalters (A
nfang des 10. Jahrhunderts bis 1526), (D

iss. iur., 
Freiburg, 1971), S. 114-133. 

一
四
・
一
五
世
紀
の
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
史
に
つ
い
て
は
、Peter M

o
ra
w, D

as M
ittelalter (bis 1469), in: 
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N
orbert C

o
n
ra
d
s (H

g.), D
eutsche Geschichte im

 O
sten Europas. Schlesien, Berlin 1994, S. 37-176, S. 140-176, 

と
り
わ
け
政
治

史
と
法
的
諸
関
係
に
つ
い
て S. 140-155; A

ndreas R
ü
t
h
er, Region und Identität. Schlesien und das Reich im

 späten M
ittelalter, 

(N
eue Forschungen zur schlesischen Geschichte, Bd. 20), K

öln u. a. 2010, 

と
り
わ
け
諸
公
領
に
つ
い
て
お
よ
び
ボ
ヘ
ミ
ア
王
と
の

関
係
に
つ
い
て
、S. 35-53, 129-154. 

（
28
）
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
の
ボ
ヘ
ミ
ア
王
国
な
い
し
王
冠
へ
の
編
入
に
つ
い
て
は
、G. von G

ra
w
ert-M

a
y, a. a. O

.（
注
27
）, S. 144 ff.; M

atthias 
W
e
b
e
r, D

as V
erhältnis Schlesiens zum

 A
lten R

eich in der frühen N
euzeit, (N

eue F
orschungen zur schlesischen 

Geschichte, Bd. 1), K
öln u. a. 1992, S. 27; Joachim

 B
a
h
lck

e, Regionalism
us und Staatsintegration im

 W
iderstreit. D

ie 
Länder der böhm

ischen K
rone im

 ersten Jahrhundert der H
absburgerherrschaft (1526-1619), (Schriften des 

Bundesinstituts für ostdeutsche K
ultur und Geschichte, Bd. 3), M

ünchen 1994, S. 19 f. 

カ
ー
ル
四
世
が
発
行
し
た
一
三
四
八
年
四

月
の
編
入
証
書
、
お
よ
び
一
三
五
五
年
一
〇
月
の
皇
帝
と
し
て
の
確
認
証
書
は
、M

GH
 Const., 8, N

r.567, M
GH

 Const., 11, N
r.541. 

（
29
）U

R7, N
r. 482. 

証
書
全
文
の
古
い
刊
本
は
、Colm

ar G
rü
n
h
a
gen und H

erm
ann M

a
rkg
ra

f (H
g.), Lehns- und Besitzurkunden 

Schlesiens und seiner einzelnen Fürstenthüm
er im

 M
ittelalter, T

. 1, Leipzig 1881 (N
D
 O

snabrück 1965), S. 337-342, N
r. 37.

（
30
）U

R7, N
r. 482, “... so bestetigen w

ir von unserer kueniglichen m
acht als ein kuenig zu Behaim

 ...”.

（
31
）U

R7, N
r. 483.

（
32
）U

R7, N
r. 271; M

GH
 Const., 12, N

r. 135.

（
33
）“... daz sie all ir guot an erbe, pfande und lehen und alle ir briefe und hantfesten, die sie von uns und dem

 heiligen reich 
han und besitzen, in gem

einschaft under sich gem
achet haben ...”. 

対
応
し
て
、
皇
帝
に
よ
る
確
認
で
は
、
皇
帝
と
ラ
イ
ヒ
の
権
利

が
留
保
さ
れ
て
い
る
。 “... unschedelich doch dem

 heiligen reich, uns und allirm
enlich an unsirm

 und seinem
 rechten.”.

（
34
）U

R10, N
r. 303.

（
35
）U

R7, N
r. 486; M

GH
 Const., 12, N

r. 539.

（
36
）“... ne ab aliquo tam

quam
 feoda vacancia et aperta a nobis et im

perio sacro possint in ipsorum
 dispendium

 obtineri et 
im

petrari ...”.

（
37
）U

R8, N
r. 252, 253. 

伯
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
と
ウ
ル
リ
ヒ
が
発
行
し
た
和
解
証
書
が
、そ
れ
ぞ
れ
別
の
皇
帝
証
書
に
挿
入
さ
れ
て
確
認
さ
れ
た
。
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（
38
）
ウ
ル
リ
ヒ
に
よ
る
分
割
要
求
が
退
け
ら
れ
て
、
伯
支
配
の
一
体
性
が
保
持
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、D. M

ert
en
s, a. a. O

.（
注
14
）, S. 38 f. 

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
伯
が
バ
イ
ル
シ
ュ
タ
イ
ンBeilstein

な
ど
を
ボ
ヘ
ミ
ア
王
の
レ
ー
ン
と
し
て
受
領
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S. 

40. 

（
39
）Ronald N

eu
m
a
n
n und Ekkehart R

o
t
t
er (Bearb.), D

ie Zeit K
arls IV

. 1365-1371, (U
rkundenregesten zur T

ätigkeit des 
deutschen K

önigs- und H
ofgerichts, Bd. 9), K

öln u. a. 2003 

（
以
下U

R9 

と
略
す
）, N

r. 277. 

テ
ィ
ロ
ー
ル
は
、
伯
領
を
統
治
し
て
い

た
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
の
系
統
が
一
三
六
三
年
に
断
絶
し
た
後
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
ル
ー
ド
ル
フ
四
世
の
支
配
下
に
入
り
、
カ
ー
ル
四

世
も
既
に
一
三
六
四
年
に
テ
ィ
ロ
ー
ル
を
ル
ー
ド
ル
フ
に
授
封
し
て
い
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
公
な
ど
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
側
は
、
テ
ィ
ロ
ー

ル
の
奪
回
を
図
っ
た
が
果
た
せ
ず
、
結
局
一
三
六
九
年
に
シ
ェ
ル
デ
ィ
ン
グSchärding

の
和
約
で
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
テ
ィ
ロ
ー
ル
領
有
を

承
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
経
緯
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、K

arl-Friedrich K
rieger, D

ie H
absburger im

 M
ittelalter. 

V
on Rudolf I. bis Friedrich III., Stuttgart 1994, S. 135 ff.; A

lois N
ied
erst

ä
t
t
er, D

ie H
errschaft Ö

sterreich. Fürst und Land 
im

 Spätm
ittelalter, (H

erw
ig W

o
lfra

m (H
g.), Ö

sterreichische Geschichte 1278-1411), W
ien 2001, S. 154-158 

を
参
照
。

（
40
）F. S

eibt, D
ie Zeit der Luxem

burger
（
注
１
）, S. 405.

（
41
）
ボ
ヘ
ミ
ア
諸
領
邦
以
外
の
ド
イ
ツ
、
特
に
プ
ラ
ハ
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
結
ぶ
線
上
の
、
オ
ー
バ
ー
プ
フ
ァ
ル
ツ
や
フ
ラ
ン
ケ
ン
に
お
け
る

ボ
ヘ
ミ
ア
王
の
レ
ー
ン
と
そ
れ
に
関
す
る
カ
ー
ル
四
世
の
レ
ー
ン
政
策
に
つ
い
て
は
、H

ans H
ubert H

o
fm
a
n
n, “Böhm

isch Lehen vom
 

Reich”. K
arl IV

. und die deutschen Lehen der K
rone Böhm

en, in: Bohem
ia. Jahrbuch des Collegium

 Carolinum
 2 (1961), S. 

112-124 

を
参
照
。

（
42
）
中
世
後
期
の
皇
帝
・
国
王
を
主
君
と
す
る
レ
ー
ン
関
係
に
お
け
る
、
封
臣
に
よ
る
レ
ー
ン
処
分
と
そ
れ
に
対
す
る
主
君
に
よ
る
許
可
お
よ
び

介
入
に
つ
い
て
、
全
般
的
に
は
、K

arl-Friedrich K
rieger, D

ie Lehnshoheit der deutschen K
önige im

 Spätm
ittelalter (ca. 1200-

1437), (U
ntersuchungen zur deutschen Staats- und Rechtsgeschichte, N

F, Bd. 23), A
alen 1979, S. 409-413 

を
参
照
。
な
お
、

中
世
後
期
の
皇
帝
・
国
王
の
レ
ー
ン
裁
判
権
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S. 492-555

の
論
究
が
あ
る
が
、
通
常
の
裁
判
権
と
の
関
係
も
含
め
て
、

よ
り
詳
し
い
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
43
）U

R6, N
r. 104; M

onum
enta Germ

aniae H
istorica. Constitutiones et acta publica im

peratorum
 et regum

, T
om

. IX
, H

g. v. 
M

argarete K
ü
h
n, W

eim
ar 1974-1977 

（
以
下M

GH
 Const., 9 

と
略
す
）, N

r. 254.
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（
44
）
こ
の
と
き
ド
イ
ツ
の
広
い
範
囲
で
発
生
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
殺
害
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
の
立
ち
入
っ
た
考
察
と
し
て
、František G

ra
u
s, Pest, 

Geissler, Judenm
orde. D

as 14. Jahrhundert als K
risenzeit, (V

eröffentlichungen des M
ax-Planck-Instituts für Geschichte, 

Bd. 86), 3. A
ufl., Göttingen 1994, S. 155-389. 

（
45
）U

R6, N
r. 109; M

GH
 Const., 9, N

r. 242. 

や
は
り
大
印
章
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
46
）U

R6, N
r. 150; M

GH
 Const., 9, N

r. 367. M
GH

刊
本
の
編
者
キ
ュ
ー
ン
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
写
本
に
な
い
語
句
を
補
っ
て
、
国
王
自
身
と
市

と
の
和
解
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
はU

R6

の
編
者
バ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
読
み
に
従
う
。

（
47
）U

B7, N
r. 344; M

GH
 Const., 12, N

r. 260. 

（
48
）
中
世
中
期
か
ら
後
期
の
ド
イ
ツ
王
権
と
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
全
般
的
に
は
、Peter A

u
fgeba

u
er und Ernst S

ch
u
bert, 

K
önigtum

 und Juden im
 deutschen Spätm

ittelalter, in: Susanna B
u
rgh

a
rt
z u.a. (H

rsg.): Spannungen und W
idersprüche. 

G
edenkschrift für F

rantisek G
r
a
u
s, Sigm

aringen 1982, S. 273 - 314; D
ietm

ar W
illo

w
e
it, V

om
 K

önigsschutz zur 
K
am

m
erknechtschaft. A

nm
erkungen zum

 Rechtsstatus der Juden im
 H

ochm
ittelalter, in: K

arlheinz M
ü
lle

r, K
laus 

W
it
t
st
a
d
t (H

g.), Geschichte und K
ultur des Judentum

s, (Q
uellen und Forschungen zur Geschichte des Bistum

s und 
H
ochstifts W

ürzburg, Bd. 38), W
ürzburg 1988, S. 71 - 89.

（
49
）U

R6, N
r. 559; K

arl Z
eu
m
er, D

ie Goldene Bulle K
aiser K

arls IV
., T

eil 2: T
ext der Goldenen Bulle und U

rkunden zu ihrer 
Geschichte und Erläuterung, (Q

uellen und Studien zur V
erfassungsgeschichte des D

eutschen Reiches in M
ittelalter und 

N
euzeit, Bd. 2, H

eft 2), W
eim

ar 1908, S. 64 f., N
r. 8.

（
50
）U

R6, N
r. 560; K

. Z
eu
m
er, a. a. O

.（
注
49
）, S. 65f., N

r. 9. 

や
は
り
大
印
章
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
51
）J. P

elt
zer, a. a. O

.（
注
９
）, S. 148.

（
52
）U

R7, N
r. 117; M

GH
 Const., 11, N

r. 721.

（
53
）U

R7, N
r. 118, 119. N

r. 118 

の
証
書
がM

GH
 Const., 11, N

r. 722 
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

（
54
）M
GH

 Const., 11, N
r. 711, “D

es halben w
ir den uflouf und stoz, ... em

pfolhen dem
 erw

irdigen Gerlach erczbyschof zu 
M

eintz, ... und dem
 hochgeborn fuersten Ruprechten dem

 eltern pfalntzgraven by Ryn ...”. 

（
55
）M

GH
 Const., 11, N

r. 722, “... hoc m
odo pronunciarunt et auctoritate nostra in hac parte sibi tradita statuerunt ...”. 

カ
ー
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ル
四
世
と
ド
イ
ツ
騎
士
修
道
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、Bernhart Jä

h
n
ig, D

er D
eutsche O

rden und K
arl IV

., in: Blätter für 
deutsche Landesgeschichte 114 (1978), S. 103-149. 

一
三
五
五
年
か
ら
五
六
年
に
か
け
て
、
カ
ー
ル
四
世
は
ド
イ
ツ
各
地
の
ド
イ
ツ
騎
士

修
道
会
に
対
し
て
、
数
多
く
の
特
権
確
認
を
行
っ
て
い
た
。Ebenda, S. 111 ff. 

一
三
四
七
年
以
来
の
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ド
イ
ツ
騎
士
修

道
会
へ
の
特
権
授
与
に
関
し
て
はEbanda, S. 117 

を
参
照
。

（
56
）U

B7, N
r. 351, 352. 

前
者
は
ド
イ
ツ
語
で
、
後
者
は
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
確
認
さ
れ
た
仲
裁
判
決
（
皇
帝
の
書
記
局
長
で
あ
っ
た

ラ
イ
ト
モ
シ
ュ
ルLeitm

oschl

司
教
ヨ
ハ
ン
に
よ
る
）
は
、U
R7, N

r. 325. 

ま
た
、
そ
の
後
に
、
皇
帝
が
司
教
ヨ
ハ
ン
に
権
限
委
任
し
た
証

書
も
挿
入
さ
れ
て
い
る
。U

R7, N
r. 300; M

GH
 Const., 12, N

r. 187.

（
57
）U

R7, N
r. 300, M

GH
 Const., 12, N

r. 187, “... diner truw
e gancze volle m

acht von unsir keisirlicher gew
alt und m

it rechter 
gew

isze gegeben und geben an disem
 brive ...”; U

R7, N
r. 351, “... entscheiden und von unsir keisirlicher entfelnizze w

egen 
berichtet hat ...”; U

R7, N
r. 352, “... decisit et virtute nostre im

perialis com
m
issionis discussit ...”.

（
58
）U

R7, N
r. 419; M

GH
 Const., 12, N

r. 432. 

ウ
ル
リ
ヒ
の
関
与
に
よ
っ
て
成
立
し
た
和
解
の
内
容
を
伝
え
る
一
三
五
八
年
一
一
月
の
証
書

は
、U

R
7, N

r. 401; Johann F
riedrich B

ö
h
m
e
r (H

g.), C
odex diplom

aticus M
oenofrancofurtanus. U

rkundenbuch der 
Reichsstadt Frankfurt, T

. 1, Frankfurt am
 M

ain 1836, S. 658 f. 

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
市
内
対
立
と
ウ
ル
リ
ヒ
自
身
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
、F. S

ch
w
in
d, a. a. O

.（
注
15
）, S. 149 ff. 
こ
の
と
き
の
皇
帝
に
よ
る
確
認
に
つ
い
て
は
、Ebenda, S. 150.

（
59
）
一
三
五
七
年
三
月
の
皇
帝
か
ら
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
ナ
ウ
へ
の
指
示
が
残
っ
て
い
る
。U

R7, N
r. 232; J. F. B

ö
h
m
er, a. a. O

.（
注
58
）, 

S. 653, “W
ir bevelhen deinen truw

in als w
ir dir gelouben, daz du selbir von unsirn w

egin an dem
 rate unsir und des 

reichs stat zu Frankenfort ernestlich erfarest, ... so w
ollen w

ir, daz du von unsir keisirlichen m
acht dem

 vorgenanten 
rate festeklich gebietest, ...”.

（
60
）U

R8, N
r. 378. 

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
な
く
一
五
世
紀
の
写
し
で
の
み
伝
わ
る
が
、
証
書
に
は
大
印
章
が
付
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
文
言
が
あ
る
。
皇

帝
か
ら
パ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
へ
の
命
令
で
あ
るU

B8, N
r. 379 

も
参
照
。
な
お
、
そ
の
後
の
推
移
に
つ
い
て
、U

R8, N
r. 451. 

（
61
）U
R9, N

r. 32. 

一
八
世
紀
の
写
し
だ
け
が
伝
存
す
る
が
、
大
印
章
の
付
加
を
示
す
文
言
が
あ
る
。
一
三
六
四
年
七
月
に
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
で
成

立
し
た
和
解
自
体
を
伝
え
る
ケ
ン
プ
テ
ン
参
事
会
教
会
側
の
証
書
は
、U

B8, N
r. 433; K

onrad R
u
ser (Bearb.), D

ie U
rkunden und 

A
kten der oberdeutschen Städtebünde, Bd. 2: Städte- und Landfriedensbündnisse von 1347 bis 1380, T

eil 2, Göttingen 
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1988, N
r. 1110. 

同
日
付
の
都
市
側
証
書
も
残
っ
て
い
る
。U

R8, N
r. 433, A

nm
.

（
62
）U

R9, N
r. 32, “... von unserm

 haiss und gutem
 w

illen ...”.
（
63
）U

R8, N
r. 433, “... das w

ir ... oder unser ietw
eders tailes botschaft ze baiden siten fur unsern herren den rom

schen 
kaiser kom

en sont und im
 verkunden sont die lieplichen und fruntlichen richtung, die w

ir baidenhalben genanander 
uffgenom

m
en hant; ... und w

ie dann der kayser w
eg vindet, das w

ir baidenhalb genanander belibint und bestan so elin 
zw

schen der burg und der stat, das so elin w
ir och danne baidenthalb genanander sta et haben und vollefu eren ...”.

（
64
）
フ
ァ
ル
ケ
ン
ブ
ル
ク
家
の
直
系
が
断
絶
し
た
後
の
、
傍
系
の
ヴ
ァ
ル
ラ
ム
ら
に
よ
る
遺
産
争
い
と
、
そ
れ
に
対
す
る
カ
ー
ル
四
世
の
関
与
に

つ
い
て
は
、W

ilhelm
 Ja
n
ssen, K

arl IV
. und die Lande an N

iederrhein und U
nterm

aas, in: Blätter für deutsche Landesgeschichte 
114 (1978), S. 203-241, S. 221 f. 

（
65
）U

R9, N
r. 67, “... dairum

m
e han w

ir den ... gantze m
acht gegebin und gebin m

it disen bryeve ... V
oert sal dheyn der 

partyen von disen zachin zu dheym
e andern rechte sich nit m

ogen beruffen, verandern noch verw
andeln daz recht, daz 

die gezw
orne sprechin sullen und overgeven sulle, eyn recht recht zin und bliben, w

ellich recht w
ir von vollenkom

enheyt 
keyserlicher m

echte veste doen und confirm
eren w

ir m
it dyesem

 bryeve, und w
ollen, daz igliche partie daz stede und 

veste halde ...”. 

証
書
の
刊
本
と
し
て
、Eduard W

in
k
elm

a
n
n (H

g.), A
cta im

perii inedita saeculi X
III et X

IV
. U

rkunden und 
Briefe zur Geschichte des K

aiserreichs und des K
önigreichs Sizilien, Bd. 2: In den Jahren 1200 bis 1400, Innsbruck 1885 

(N
D
 A

alen 1964), N
r. 895. 

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
な
く
複
数
の
写
し
で
の
み
伝
わ
る
が
、
証
書
に
は
大
印
章
の
付
与
を
示
す
文
言
が
あ
る
。
な
お
、

ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
に
よ
る
決
定
自
体
は
、U

R9, N
r. 68.

（
66
）
実
際
、
ヴ
ァ
ル
ラ
ム
は
そ
の
後
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
に
よ
る
決
定
の
実
施
を
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
し
た
。W

. Ja
n
ssen, a. a. O

.（
注
64
）, S. 222.

（
67
）U

R9, N
r. 132. 

印
章
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、証
書
に
は
大
印
章
の
付
与
を
告
げ
る
文
言
が
あ
る
。
ウ
ル
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ー
ナ
ウ
の
証
書
は
、

H
. R
eim
er, a. a. O

.（
注
12
）, N

r. 530.

（
68
）H
. R
eim
er, a. a. O

.（
注
12
）, N

r. 530, “... herre K
arl, rom

ischer keyser, czu allen czeiten m
erer des reiches und kunig czu 

Beheym
, unser lieber gnediger herre, uns gebeden hat ...”.

（
69
）U

R9, N
r. 136. 

印
章
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
証
書
に
は
大
印
章
の
付
加
を
示
す
文
言
が
あ
る
。
な
お
、
同
日
付
の
仲
裁
判
決
はU

R9, N
r. 
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135.
（
70
）U

R9, N
r. 136, “... haben w

ir m
it beider teile w

issen und w
illen em

pfolhen dieselben stoezze, uffl
euffe und m

issehelungen 
zu richten genczlich und czuem

al ...”.

（
71
）U

R9, N
r. 245; J. F. B

ö
h
m
er, a. a. O

.（
注
58
）, S. 720 f.. 

（
72
）
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ゲ
ア
ラ
ッ
ハ
に
よ
る
調
停
活
動
に
つ
い
て
は
、F. S

ch
w
in
d, a. a. O

.（
注
15
）, S. 153 f.

（
73
）U

R9, N
r. 395.

（
74
）U

R9, N
r. 393, A

nm
. 

確
認
さ
れ
た
和
解
証
書
自
体
、
三
日
前
の
日
付
で
同
じ
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
で
出
さ
れ
て
い
る
。U

R9, N
r. 394.

（
75
）U

R9, N
r. 413.

（
76
）U

R
10, N

r. 438; Julius W
e
izsä

c
k
e
r, D

eutsche R
eichstagsakten unter K

önig W
enzel, A

bt. 1: 1376-1387, (D
eutsche 

Reichstagsakten, Bd. 1), M
ünchen 1867, N

r. 109, “... w
enn w

ir ... W
enczlaw

en ... unserm
 lieben sone em

pholhen haben und 
unsere vollen gew

alt und m
acht gegeben, ...”.

（
77
）Peter O

est
m
a
n
n, W

ege zur Rechtsgeschichte: Gerichtsbarkeit und V
erfahren, (U

T
B 4295), K

öln u. a. 2015, S. 84 f.

（
78
）Ralf M

it
sch, D

ie Gerichts- und Schlichtungskom
m
issionen K

aiser Friedrichs III. und die D
urchsetzung des herrscher-

lichen Jurisdiktionsanspruchs in der V
erfassungsw

irklichkeit zw
ischen 1440 und 1493, in: Bernhard D
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